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　第 2回神戸アニマルケア国際会議 2012 の開催おめでと
うございます。開催に際し投稿させていただきます。
　さて、神戸市は、1995 阪神・淡路大震災によって壊滅的
な被害を受けました。都市部に起こった直下型の大震災とし
ては、関東大震災以来の被害の大きさを持ったものでした。
神戸のみで考えれば、500年ぶりの未曾有の災害でありまし
た。以来神戸での被災者は「一日も早い復興」そして「安心
して安全なまちづくり」を合言葉に復興への様々な事業に取
り組んできました。当時わが国では「ボランティア元年」と
いわれ、「絆」「希望の灯り」などなど被災者やボランティア
活動に携わった方々の心に深く刻まれた言葉がありました。
　そして、2011 年 3 月 11 日に発生した「東日本大震災」
その後に発生した「福島原子力発電所の事故」は、これまた
その規模・被害の大きさにおいて、世界で 4番目の震度に
象徴されるように未曾有の災害でありました。加えて、第 2
次世界大戦時に投下された原子爆弾によって放射能汚染等の
被害を受けたわが国は、また放射能被害に苦しむこととなり
ました。
　しかしながら、大きな悲しみと恐れに支配された私たちは
被災地から遠く離れているものの、この度のような広域大規

模自然災害に対して何らかの支援をしなければならないと感
じ、阪神・淡路大震災当時全国の皆様からいただいた、大き
な支援にお応えするものとして、私自身も微力ではあるもの
の 4月に入り仙台空港が臨時に開港した時期被災地に入り、
被災者の皆様、とりわけ動物に関する支援体制の調査、要望
の聞き取りを行い「災害時動物救援対策本部」等関係機関に
要望してまいりました。
　その際に、被災地での「動物救護対策支援センター」を作
るに際して、地元自治体の対応は、やはり被災者優先で対策
が実施されるため、動物に関するものまではなかなかといっ
た対応も見られました。が、阪神・淡路大震災を経験した私
たちにしてみると、動物の一時預かりや里親探しといった、
被災動物にのみ関係する支援活動ではあっても、被災者の自
立した復興に向けて、被災者自らが悲しみから復興への立ち
上がりへと「被災者意識」の転換を図ることができる重要な
事柄のひとつであると確信しています。
　「絆」は 2011 年の言葉に選ばれました。まさにこの「絆」
こそが、追い込まれがちな被災者意識を救える唯一のもので
あると考えます。「人と動物の絆」は「人と人との絆」に通
じる極めて重要なものであると考えます。
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